


















交通安全施設等の整備

○要求額

・国補＋県単で約９億8,721万円

・事業費ベース。国庫補助金約1.9億円を含み、通信回線料等の維持費を含まない。

・公債の手当ては約6.5億円見込み

・前年より約２億３千万円増

○内訳

・信号機 約6.4億円（制御機、灯器、音響装置、支柱、非常電源、中央装置等）

・道路標識 約1.6億円（横断歩道、速度規制、一時停止等）

・道路標示 約1.8億円（横断歩道、停止線、追越し禁止等）

※）検討のポイント

l 平成中期以降の関連予算の大幅減少により、整備済み施設（信号機は約3,200基(１交差

点の一式を１基と数える。))の老朽化対策（更新又は撤去）が遅延しており、信号機の

新設は大幅に抑制せざるを得ない。

l 人口動態や財政状況等も踏まえた持続可能な施設整備の在り方については、関係機関の

参画も得、早急にその方向性を示したい。

l その上で、当面、厳しい財政事情と交通安全対策上の喫緊の課題（子どもの保護、国体

対応等）をどう調和させるかがポイント
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交通安全施設整備費の推移

国補交通安全施設整備

県単交通安全施設整備

警察費

億円
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令和２年度の整備基本方針

１．信号機の新設は限定的に以下の箇所のみ行う（約3,200万円）

l 道路の新規整備・拡幅に伴うもの ４箇所

l 通学路の安全対策に関連するもの １箇所

２．とこわか国体・とこわか大会対策を年度内に手当する（約7,600万円)

l 視覚障害者の競技会場付近の信号機に音響装置を付加

l 他の競技会場付近やアクセス道路の重要地点にある古い灯器をＬＥＤ化

３．未就学児対策・生活道路ゾーン対策を推進する（約１億１千万円）

l 緊急安全点検で把握した危険箇所のすべてに歩行者用信号やＬＥＤ灯器を整備

l 自治体と共同で行うゾーン対策で歩行者用信号や30km規制標識を整備

４．横断歩道の塗り替えを優先措置する（約１億１千万円）

l 緊急安全点検で判明した危険箇所は今年度内に全箇所を措置

l その他の見えにくい横断歩道と停止線（約1,300本）を塗り替え

５．以上のほか、所定の更新時期を超えた制御機、灯器、支柱等のうち、点検の結果、故障又は

倒壊の危険性があるなどの著しい老朽化が確認されたものを優先的に更新整備する
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